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「新潟水俣病の歴史と教訓を伝えるつどい」  

 

 

株式会社レゾナック・ホールディングス 代表挨拶 

 

 

株式会社レゾナック・ホールディングス 執行役員 の松古と申します。 

 

本日の「新潟水俣病の歴史と教訓を伝えるつどい」にあたり、株式会社レゾナ

ック・ホールディングスを代表しひとことご挨拶申し上げます。 

 

まず初めに、新潟水俣病によって亡くなられた方々に対し、謹んでご冥福をお

祈り申し上げるとともに、ご遺族、ご関係の皆様に対し、心から哀悼の意を表し

ます。 

また、今日までの長きに亘り、多くの皆様が、心身両面でご負担を抱え、ご家

族、ご関係の皆様も苦しまれてこられたこと、また、地域の皆様に多大なるご迷

惑をお掛けしましたことに対しまして、原因企業として深くお詫び申し上げま

す。 

 

本日のこの場は、新潟水俣病公式確認から 59年を迎え、同じ過ちを繰り返さ

ず、歴史と教訓を次世代に伝えていくため、新潟水俣病に関わるすべての関係者

のご理解とご尽力のもとに開催されました。 

環境省、新潟県、新潟市その他関係市町の皆様、また、関係諸団体の皆様に深

くお礼申し上げます。 

 

当社は創業以来、多くの事業を興し、わが国産業の発展のため、これまで努力

を重ねてまいりました。そうした歴史の中で、このように大変痛ましい事態を発

生させてしまったことは誠に申し訳なく、悔恨の念を禁じ得ません。重ねて深く

お詫び申し上げます。 

 

当社は新潟水俣病の責任を重く受け止め、本件を極めて重要な経営課題の一

つとして認識し、教訓を社内で共有し、これまで法令や協定の合意に基づき真摯



に対応を続けてまいりました。 

 

当社は今後も、新潟水俣病の教訓を深く心に刻み、地域および社会の発展に貢

献できるよう、更なる努力を続けてまいります。 

関係者の皆様におかれましては、引き続きご理解とご指導を賜りたく、改めて

お願い申し上げます。 

 

本日のこの機会に、環境に配慮し、豊かさと持続性が調和する社会の実現に貢

献する企業を目指していくことを改めてお誓い申し上げ、ご挨拶とさせていた

だきます。 

本日は、式典に出席させていただき、誠にありがとうございました。 

以上 


